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旭川下流域に位置する岡山大学の敷地内において、3 箇所でボーリングコアを採取 ･ 分析し、縄文時代早期～
晩期の海水準変動および土地形成に関するデータを入手した。地質観察の他に珪藻化石と電気伝導率の分析を
実施し、共に得られた年代測定値を合わせて、より具体的で詳細な環境変化の解明を目指した。






























1．2015 年度～ 2017 年度に実施した JSPS 科研費 15K02980 が本研究に先駆けて行った研究である。
【引用・参考文献】
河瀬正利 2006『吉備の縄文貝塚』
Sa to,H. 2002. Late Holocene diatom assemblages and sea-level observation at a site in Okayama City along the northeastern coast of she 
Seto Inland Sea. Nature and Himan Activities, no.7, 27-33.
佐藤祐司 2008「瀬戸内海東部　播磨灘沿岸域における完新世海水準変動の復元」『第 4 紀研究』47　pp.247-256
佐藤祐司・鈴木茂之・松下まり子・百原新・植田弥生・加藤茂弘・前田保夫 2011「瀬戸内海中部・出崎海岸（岡山県玉野市）
における埋没泥炭層の再検討－特に完新世中期の相対的海水準変動との関係について－」『第４紀研究』50（1）　pp.61-69.
鈴木茂之 2004「岡山平野における最終氷期最盛期以降の海水準変動」『岡山大学地球科学研究報告』11 巻 1 号 pp33-37.




田嶋正憲 2014「縄文貝塚から見た吉備先史社会素描」『半田山地理考古』第 2 号岡山理科大学地理考古学研究会pp.23-45.
平井勝 1987「第 3 章縄文時代」『岡山県の考古学』pp.50-106.
藤原健蔵・白神宏 1986「岡山平野中部の沖積層と海水準変動－瀬戸内海沿岸平野の古地理変遷に関する研究（2）」『瀬戸内海
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地域における完新世海水準変動と地形変化』昭和 58･60 年度科学研究補助金（一般研究 A）研究成果報告書 pp.36-55.
間壁忠彦・葭子 1971「六、むすび」『里木貝塚』倉敷考古館研究集報第 7 号 pp.114-119.
山 本悦世 ･ 鈴木茂之 ･ 山口雄治・岩﨑志保 2018a「岡山市津島岡大遺跡南東部におけるボーリング調査成果」『岡山大学埋蔵
文化財調査研究センター紀要 2016』pp.21-27.
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たボーリング調査から－」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2017』pp.17-27.





























実施し、オールコアの採取と分析を行ってきた。すでに、2015 年度～ 2017 年度までに、前者の敷地で合計 4

































し 2019 ～ 2020 年度に行った。試料の点数は、T-No.5 では年代測定 5 点、珪藻分析 8 点、T-No.6 では年代測定 4 点、


















１ユニット（標高 1.05m ～ 0.25m）：砂まじり泥：泥に細粒から中粒の砂を含み、淘汰度は悪い。塊状で酸化鉄
や酸化マンガンの斑点として認められる根の跡が多い。最下部の 10 ㎝ほどは腐植質である。陸成氾濫原堆積物
で、最下部を除いて水田の耕作土層とみなされる。1 ユニットの基底の暗色の泥と 2 ユニット上部の灰色の泥
の境界はやや明瞭である。
２ユニット（標高 0.25m ～ -1.1m）：泥質細粒砂と砂質泥：下半部の泥質砂と上半部の砂質泥からなる。試料番
号 S-No.2 ⑨、⑩、⑪の 3 層準で年代測定がなされ、約 4600 ～ 4900 年前の狭い年代値が得られていることから、
一連の堆積によると考えた。上半部の泥は塊状で、下位ほど砂質になる傾向があり、下半部の泥質砂との境界
は不明瞭である。中央部にやや腐植質な部分がある。植物片を伴う。下半部の泥質砂は塊状で淘汰が悪い細粒
砂から泥で構成される部分と最下部の砂と泥の互層からなる。最下部 15 ㎝ほどは 1~3cm ほどの細粒砂と泥が
地点 X(m) Y(m) Z(m)
T-No.5 -145295.499 -38128.035 4.59
T-No.6 -145471.223 -38020.406 4.73
S-No.2 -149774.401 -38068.834 2.15

























































































































































標となる種である Tryblionella granulata が多く検出された。堆積環境は干潟で、下半部は潮間帯あたりで、上部
は潮上帯の環境が推測される。2 ユニット基底の泥と 3 ユニットの砂との境界はやや明瞭である。
３ユニット（標高 -1.1m ～ -2.75m）：細粒～中粒泥質砂：細粒から中粒の砂が多くを占めるが、シルトを含む。
粗粒な砂や礫が混じるところがある。塊状で淘汰はあまり良くない。植物片が認められる。このユニットの中
間あたりに細粒砂と泥の偽礫が存在する。砂サイズの植物片の葉理を伴う特徴とあわせて、ユニット 2 最下部




４ユニット（標高 -2.75m ～ -5.35m）：砂混じり泥：塊状の泥からなるが、少量の細粒から粗粒の砂を含む。上
部で巣穴の跡が一つ認められた。最下部には固化した砂質泥の礫が存在する。S-No.2 ③からは内湾種が優勢で
外洋種を伴う珪藻化石群集が得られている。電気伝導率は高い。やや深い内湾の環境が推測され、縄文海進最
盛期の堆積物と考えられる。下位の 5 ユニットとの境界は明瞭ではない。本ユニット最下部の試料 S-No.2-S1 で
約 8400 年前の年代値が得られた。
５ユニット（標高 -5.35m ～ -6.65m）：細粒～中粒泥質砂：中粒砂が多いが、粘土から粗粒砂で構成される。塊
状で淘汰は良くない。泥で充填された巣穴跡が所々認められる。アカホヤ火山灰が最上部で検出された。電気




１ユニット（標高 3.2m ～ 1.85m）：砂まじり泥：泥に砂を含み、淘汰度は悪い。砂は粗いものが目立ち、花崗
岩由来の石英や長石が多い。塊状で酸化鉄や酸化マンガンの斑点として認められる根の跡が全体に行きわたっ
ている。水田の耕作土層とみなされる。
２ユニット（標高 1.85m ～ 0.8m）：泥：砂を含まず、粘土からシルトサイズの泥からなる。電気伝導率は低く
淡水を示す。珪藻化石は検出できず、陸域にあったと推測される。最上部 T-No.5 ⑨試料から約 3700 ～ 3800 年
前の年代が得られている。海に近い湿地が想像される。
３ユニット（標高 0.8m ～ 0.5m）：泥：粘土質な泥からなり砂を含まない。電気伝導率は低いが、2 ユニットよ
りは高く 150 ｍ S/m 程度の値を示す。T-No.5 ⑥試料から潮上帯を示す Pseudopodosira kosugii を、潮間帯を示す
Tryblionella granulata と共に多く検出された。また同試料から約 4600 ～ 4800 年前の年代が得られている。内湾
の奥まった干潟の潮上帯の堆積環境が推測される。
４ユニット（標高 0.5m ～ -2.0m）：泥：最上部は砂を含まないが全般に少量砂を含み、最下部では砂が多い部
分が薄く存在する。砂粒は北に隣接する半田山を構成する古生層泥岩ホルンフェルス片がほとんどで、最下部
では半田山麓に分布する花崗岩由来と考えられる石英、長石片が含まれる。散在的に少量の植物片が含まれ
る。電気伝導率は 800 ～ 1100 ｍ S/m 程度と高く海水の影響が残っている。珪藻化石では本ユニット上半部の












２ユニット（標高 0.45m ～ -1.75m）：泥質砂を挟む泥：泥はシルト質で粘土から細粒砂からなり、淘汰は良く
ない。泥質砂は泥から中粒砂が主体で、礫を含む。砂は黒色のホルンフェルスがほとんどである。礫は細礫か
ら 1 ㎝以下でまれに 2 ㎝のものもある。角礫から亜円礫で、礫種はホルンフェルスのみで、稀に石英脈がある。
淘汰は良くない。全般に植物片が所々に含まれる。太さ 15cm 材も泥質砂の層に挟まれていた。堆積物の電気
伝導率は低いが、T-No.6 ①、⑦、⑧試料から干潟環境などの海に棲む珪藻化石を含む。珪藻化石の保存は悪く、
検出数が少ないのは、時折離水する環境になったためと推測される。T-No.6 ①、⑤、⑦、⑧試料から約 4100 ～
4900 年前の年代値が得られている。小さい奥まった谷を、最終の海水準上昇によって堆積した、潮上帯の堆積
物と推測される。これ以前の海進期の堆積物がないのは、その後の海退期に浸食された可能性がある。




藻化石分析と堆積物の検討による堆積場の考察と合わせて、3 つのケースが考えられた。電気伝導率 500 ～
1700mS/m で海棲珪藻化石を産する海成堆積物、電気伝導率 15 ～ 200mS/m で干潟など保存の良くない海棲珪藻









る。これを基に、図 4 に示すように、試料の標高を縦軸に、2σ 暦年較正用範囲 (cal BP) を横軸にとって、岡山
大学キャンパス周辺での相対的海水準変動曲線図を作成した。図中 a ～ d は第 Ⅱ 章 4 の表 1 に引用された、考
古学発掘資料に基づく生活面や貯蔵穴のおおよその高さと年代を示す。これらは海水準より高い位置を示す。
図中①、②は真徳貝塚 B の試料を本研究で測定したもので、①が貝殻、②が植物片による年代値である。図中
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分年代の横軸方向にずれる可能性がある。しかし以下のような海水準の変動が認められる。7000 ～ 6000 年前
あたりの縄文前期に海進が認められる。縄文海進に対応するとみなされる。岡山大学キャンパス内では標高 0m
まで海成層が確認されている。その前の 7200 ～ 7000 年前あたりの縄文早期に小海退が考えられる。海水準は
生活面より 1m 程度以上低いと推測されるので、それ以前の海成層の標高より低く、おそらく -3m だったと推
定される。5200 ～ 4500 年前あたりの縄文中期に海退が認められる。縄文中期の小海退に対応すると考えられる。
-1.5m 程度まで海退したと推測される。4300 ～ 3200 年前あたりの縄文時代後期には海水準が数 10 ㎝程度現在




　http://www.gbrc.or.jp/assets/test_series/documents/so_16.pdf  を参照（2020 年 12 月 25 日最終確認）
【引用・参考文献】
山本悦世 ･ 鈴木茂之 ･ 山口雄治・岩﨑志保 2018「岡山市津島岡大遺跡南東部におけるボーリング調査成果」『岡山大学埋蔵文
化財調査研究センター紀要 2016』pp.21-27　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　試料は、鹿田遺跡の S-No.2、津島岡大遺跡の T-No.5 と T-No.6 の 3 本のボーリングコアから採取された堆積
物である（表 1）。
　各試料について以下の処理を行い、珪藻分析用プレパラートを作製した。



























［内湾指標種群（B）］：塩分濃度が 26 ～ 35 ﾊﾟｰﾐﾙの内湾水中を浮遊生活する種群である。
［海 水藻場指標種群（C1）］：塩分濃度が 12 ～ 35 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の海藻や海草（アマモなど）に付着生活する種群
である。
［海 水砂質干潟指標種群（D1）］：塩分濃度が 26 ～ 35 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の砂底（砂の表面や砂粒間）に付着生活する
種群である。この生育場所には、ウミニナ類、キサゴ類、アサリ、ハマグリ類などの貝類が生活する。
［海 水泥質干潟指標種群（E1）］：塩分濃度が 12 ～ 30 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の泥底に付着生活する種群である。この生育
場所には、イボウミニナ主体の貝類相やカニなどの甲殻類相が見られる。
［汽水藻場指標種群（C2）］：塩分濃度が 4 ～ 12 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の海藻や海草に付着生活する種群である。
［汽 水砂質干潟指標種群（D2）］：塩分濃度が 5 ～ 26 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の砂底（砂の表面や砂粒間）に付着生活する種
群である。























　鹿田遺跡の S-No.2 コアの堆積物から検出された珪藻化石は、海水種が 26 分類群 23 属 20 種、海～汽水種が 4
分類群 4 属 3 種 1 変種、汽水種が 7 分類群 6 属 6 種 1 変種、淡水種が 41 分類群 27 属 24 種 1 変種であった（表 2）。
No. 分類群 種群 11 10 9 8 7 3 12 2 
1 Actinocyclus spp. ? 1 
2 Actinoptychus senarius ? 2 1 1 1 
3 Biddulphia spp. ? 1 1 
4 Campylodiscus cocconeiformis ? 1 3 3 10 1 1 
5 Cerataulus turgidus ? 1 
6 Chaetocerous spp. ? 4 1 
7 Cocconeis scutellum C1 1 2 
8 Coscinodiscus spp. ? 1 1 
9 Cyclotella litoralis B 12 11 2 19 26 13 39 75 
10 C. striata B 36 24 4 51 55 30 70 57 
11 Cymatosira lorenziana ? 2 2 
12 Cymatotheca weissflogii B 6 1 4 1 3 
13 Dimeregramma minor D1 1 
14 Diploneis dimorpha ? 1 2 
15 Grammatophora marina ? 1 1 2 
16 Navicula granulata ? 1 
17 N. marina E1 5 6 
18 Nitzschia cocconeiformis E1 42 14 3 5 6 1 6 1 
19 N. panduriformis ? 4 
20 Paralia sulcata B 56 53 9 64 53 6 15 29 
21 Planothidium delicatulum D1 1 2 1  
22 Rhizosolenia spp. ? 3 1 2 2 1 
23 Rhoicosphenia abbreviata C1 2 
24 Thalassionema nitzschioides A 14 5 53 3 1 
25 Thalassiosira spp. ? 2 1 7 9 17 12 5 
26 Tryblionella granulata E1 42 70 1 9 8 5 10 7 
27 Actinocyclus octonarius ? 2 2 2 
28 Navicula directa ? 1 
29 Nitzschia constricta ? 2 1 2 
30 Tryblionella compressa var. elongata ? 8 
31 Diploneis bombus E2 2 3 5 10 
32 D. interrupta ? 1 1 
33 Melosira nummuloides C2 1 
34 Navicula capitata var. hungarica ? 1 
35 Pseudopodosira kosugii E2 4 1 1 1 
36 Terpsionoe americana E2 1 
37 Thalassiosira lacustris ? 1 
38 Achnanthes crenulata W 1 1 
39 A. spp. ? 3 16 2 2 1 1 
40 Achnanthidium convergens J 77 1 1 
41 A. minutissimum Qb 1 
42 Amphora copulata W 1 1 
43 A. spp. ? 2 1 
44 Aulacoseira ambigua N 1 1 
45 A. canadensis W 1 
46 A. italica M 1 
47 A. valida M 2 
48 A. spp. ? 2 
49 Cocconeis placentula W 11 2 
50 Cyclotella radiosa W 2 3 2 3 
51 C. spp. ? 2 2 2 1 6 1 
52 Cymbella tumida W 4 
53 C. turgidula K 7 1 
54 C. spp. ? 3 1 
55 Diadesmis contenta Qa 1 
56 Diploneis spp. ? 3 4 1 1 10 12 3 
57 Epithemia spp. ? 1 1 
58 Eunotia spp. ? 1 1 
59 Fragilaria brevistriata N 1 1 
60 F. capucina N 1 1 
61 F. vaucheriae K 1 
62 F. spp. ? 1 
63 Gomphonema truncatum W 1 
64 G. spp. ? 27 2 1 1 
65 Gyrosigma spp. ? 8 
66 Hannaea arcus K 3 
67 Luticola mutica Qa 1 
68 Martyana martyi W 3 1 1 
69 Meridion circulae var. constricta K 1 
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表 2-1　S-No.2 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）
No. 分類群 種群 11 10 9 8 7 3 12 2 
70 Navicula spp. ? 2 1 1 10 1 
71 Neidium spp. ? 1 
72 Nitzschia spp. ? 1 2 1 3 
73 Orthosira roeseana Qa 1 
74 Planothidium lanceolatum K 14 1 
75 Reimeria sinuata K 10 2 1 
76 Stephanodiscus spp. ? 1 4 
77 Surirella spp. ? 1 1 1 1 
78 Synedra ulna W 2 
79 Unknown ? 3 1 5 3 3 7 7 1 
外　洋 A 14 5 53 3 1 
内　湾 B 110 89 15 138 135 52 124 161 
海水藻場 C1 2 1 2 
海水砂質干潟 D1 1 1 2 1 
海水泥質干潟 E1 89 90 4 14 14 6 16 8 
海水不定・不明種 ? 4 7 2 19 21 28 23 9 
海～汽水不定・不明種 ? 2 5 11 2 
汽水藻場 C2 1 
汽水泥質干潟 E2 4 1 3 5 5 10 
汽水不定・不明種 ? 1 2 1 
上流性河川 J 77 1 1 
中～下流性河川 K 35 1 2 3 
湖沼浮遊生 M 1 2 
湖沼沼沢湿地 N 1 1 2 1 1 
陸生Ａ群 Qa 2 1 
陸生Ｂ群 Qb 1 
広布種 W 6 18 6 5 2 3 
淡水不定・不明種 ? 5 9 54 7 9 39 22 13 
その他不明種 ? 3 1 5 3 3 7 7 1 
海水種 203 187 24 188 176 141 166 179 
海～汽水種 2 5 11 2 
汽水種 4 2 2 3 5 6 11 
淡水種 5 15 187 14 16 44 30 20 
合　計 215 205 218 208 202 203 225 202 
完形殻の出現率 (%) 57.2 50.7 60.1 46.2 56.4 59.6 56.0 63.9 
堆積物 1g 中の殻数 ( 個 ) 1.5E+05 1.9E+05 1.1E+06 3.5E+05 2.1E+05 3.1E+05 1.1E+05 7.4E+04
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　津島岡大遺跡の T-No.5 コアの堆積物から検出された珪藻化石は、海水種が 23 分類群 16 属 18 種、海～汽水
種が 1 分類群 1 属 1 種、汽水種が 8 分類群 8 属 7 種、淡水種が 29 分類群 22 属 14 種であった（表 3）。
　津島岡大遺跡の T-No.6 コアの堆積物から検出された珪藻化石は、表 4 の通りである。
　これらの珪藻化石は、海水域における 5 環境指標種群（A、B、C1、D1、E1）、汽水域における 2 環境指標種群（C2、
E2）、淡水域における 7 環境指標種群（J、K、M、N、O、Qa、Qb）に分類された（図 1 ～ 3）。珪藻化石群集の












No. 分類群 種群  9 8 6 5 4 2 1 
1 Campylodiscus cocconeiformis ? 3 9 
2 C. spp. ? 3 
3 Chaetocerous spp. ? 1 
4 Cocconeis scutellum C1 1 
5 Coscinodiscus spp. ? 1 
6 Cyclotella litoralis B 4 7 3 1 
7 C. striata B 1 11 19 14 
8 Cymatosira lorenziana ? 1 1 
9 Cymatotheca weissflogii B 2 2 
10 Diploneis smithii E1 8 27 9 
11 Navicula marina E1 1 
12 N. pygmaea ? 1 
13 Nitzschia cocconeiformis E1 6 31 14 1 
14 N. lanceola ? 1 
15 N. panduriformis ? 2 1 
16 Paralia sulcata B 9 15 1 1 
17 Planothidium delicatulum D1 2 1 
18 Rhizosolenia spp. ? 2 2 
19 Thalassionema nitzschioides A 8 3 
20 Thalassiosira spp. ? 1 1 
21 Tryblionella compressa E1 8 13 
22 T. granulata E1 35 33 29 1 
23 T. littoralis E1 3 1 
24 Cyclotella kohsakaensis ? 1 
25 Achnanthes brevipes ? 6 1 1 
26 Caloneis spp.-1 ? 2 
27 Diploneis bombus E2 4 1 
28 Melosira nummuloides C2 2 
29 Nitzschia levidensis ? 1 4 
30 Pseudopodosira kosugii E2 28 1 3 
31 Rhopalodia acuminata ? 1 
32 Thalassiosira lacustris ? 1 
33 Achnanthes crenulata W 1 
34 A. inflata W 1 
35 A. spp. ? 3 4 11 
36 Achnanthidium convergens J 1 
37 Amphora spp. ? 4 3 
38 Aulacoseira ambigua N 2 
39 A. spp. ? 1 
40 Caloneis spp.-2 ? 3 
41 Cyclotella atomus W 1 
42 C. radiosa W 1 4 10 7 
43 C. spp. ? 3 
44 Cymbella spp. ? 2 
45 Diadesmis contenta Qa 2 
46 Diploneis spp. ? 14 26 13 2 
47 Eunotia spp. ? 1 
48 Gomphonema gracile O 1 
49 G. parvulum W 1 1 
50 G. spp. ? 1 1 1 
51 Gyrosigma spp. ? 2 
52 Luticola mutica Qa 1 3 1 
53 Martyana martyi W 1 
54 Navicula spp. ? 14 7 35 
55 Nitzschia spp. ? 11 2 20 1 
56 Pinnularia spp. ? 1 2 
57 Planothidium lanceolatum K 1 
58 Rhopalodia gibberula W 1 
59 Staurosirella pinnata N 1 
60 Stephanodiscus spp. ? 1 
61 Surirella spp. ? 2 10 
62 Unknown ? 5 8 1 1 1 
- 18 -
表 3-1　T-No.5 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）
No. 分類群 種群 9 8 6 5 4 2 1 
外　洋 A 8 3 
内　湾 B 1 24 43 20 2 
海水藻場 C1 1 
海水砂質干潟 D1 2 1 
海水泥質干潟 E1 60 91 67 2 
海水不定・不明種 ? 8 14 6 2 
海～汽水不定・不明種 ? 1 
汽水藻場 C2 2 
汽水泥質干潟 E2 32 1 4 
汽水不定・不明種 ? 11 5 1 
上流性河川 J 1 
中～下流性河川 K 1 
湖沼沼沢湿地 N 1 2 
沼沢湿地付着生 O 1 
陸生Ａ群 Qa 3 3 1 
広布種 W 1 4 4 2 11 7 
淡水不定・不明種 ? 1 52 45 98 4 1 
その他不明種 ? 5 8 1 1 1 
海水種 1 92 158 98 6 
海～汽水種 1 
汽水種 43 1 11 1 
淡水種 1 1 60 56 101 16 8 
合　計 1 2 200 223 211 23 11 
完形殻の出現率 (%) 100.0 50.0 67.0 61.4 66.2 56.5 90.9 
堆積物 1g 中の殻数 ( 個 ) 4.0E+02 7.8E+02 4.7E+05 6.0E+05 8.0E+05 2.4E+04 1.2E+04
No. 分類群 種群 8 7 1 
1 Biddulphia spp. ? 1 
2 Campylodiscus cocconeiformis ? 1 5 
3 Cocconeis scutellum C1 1 1 2 
4 Coscinodiscus spp. ? 1 
5 Cyclotella litoralis B 7 7 17 
6 C. striata B 6 21 33 
7 Cymatosira lorenziana ? 1 
8 Cymatotheca weissflogii B 3 4 
9 Diploneis smithii E1 10 2 
10 D. suborbicularis E1 1 
11 Grammatophora marina ? 1 
12 Navicula marina E1 1 
13 N. pygmaea ? 1 2 
14 Nitzschia cocconeiformis E1 2 2 
15 N. lanceola ? 1 
16 Paralia sulcata B 11 13 30 
17 Planothidium delicatulum D1 4 1 1 
18 Rhizosolenia spp. ? 3 3 2 
19 Rhoicosphenia abbreviata C1 7 3 1 
20 Thalassionema nitzschioides A 1 1 5 
21 Thalassiosira spp. ? 1 1 5 
22 Tryblionella acuminata E1 1 
23 T. compressa E1 4 1 1 
24 T. granulata E1 14 7 6 
25 T. littoralis E1 1 
26 Actinocyclus octonarius ? 1 
27 Navicula peregrina ? 4 
28 Achnanthes brevipes ? 4 1 
29 Catacombas obtusa ? 1 
30 Diploneis bombus E2 2 2 
31 Navicula yarrensis ? 1 
32 Nitzschia levidensis ? 5 
33 N. levidensis var. salinarum ? 4 
34 Pseudopodosira kosugii E2 13 13 2 
35 Rhopalodia acuminata ? 1 
36 Thalassiosira lacustris ? 3 
37 Achnanthes crenulata W 1 1 
38 A. spp. ? 2 6 7 
39 Achnanthidium convergens J 5 3 16 




No. 分類群 種群 8 7 1 
41 Amphora copulata W 2 
42 A. spp. ? 3 4 2 
43 Aulacoseira granulata M 1 
44 A. italica M 5 
45 Caloneis spp.-2 ? 1 1 
46 Cocconeis placentula W 1 4 2 
47 Cyclotella radiosa W 1 3 7 
48 Cymbella mesiana W 1 
49 C. tumida W 1 
50 C. turgidula K 2 
51 C. spp. ? 2 1 1 
52 Diadesmis confervacea Qb 7 1 
53 D. contenta Qa 1 2 2 
54 Diploneis yatukaensis W 1 
55 D. spp. ? 13 12 6 
56 Eunotia spp. ? 5 
57 Fragilaria brevistriata N 17 2 2 
58 F. capucina N 2 
59 F. parasitica N 1 
60 F. spp. ? 6 
61 Gomphonema spp. ? 19 5 
62 Gyrosigma spp. ? 4 2 
63 Hantzschia amphioxys Qa 1 
64 Luticola mutica Qa 3 4 
65 Martyana martyi W 2 
66 Meridion circulae var. constricta K 1 
67 Navicula spp. ? 23 7 6 
68 Neidium spp. ? 1 
69 Nitzschia spp. ? 16 3 1 
70 Orthosira roeseana Qa 1 
71 Pinnularia gibba O 1 
72 P. subcapitata Qb 2 
73 P. spp. ? 1 7 
74 Planothidium lanceolatum K 1 2 1 
75 Reimeria sinuata K 2 2 4 
76 Rhopalodia gibba W 1 
77 R. gibberula W 1 3 
78 Stauroneis phoenicenteron O 1 
79 Staurosirella pinnata N 1 
80 Stephanodiscus spp. ? 1 
81 Surirella spp. ? 3 1 
82 Tryblionella debilis Qb 2 
83 Unknown ? 4 5 4 
外　洋 A 1 1 5 
内　湾 B 27 41 84 
海水藻場 C1 8 4 3 
海水砂質干潟 D1 4 1 1 
海水泥質干潟 E1 33 10 10 
海水不定・不明種 ? 7 7 15 
海～汽水不定・不明種 ? 4 1 
汽水藻場 C2
汽水泥質干潟 E2 13 15 4 
汽水不定・不明種 ? 13 6 1 
上流性河川 J 5 3 16 
中～下流性河川 K 3 5 7 
湖沼浮遊生 M 6 
湖沼沼沢湿地 N 18 3 4 
沼沢湿地付着生 O 1 1 
陸生Ａ群 Qa 4 4 6 
陸生Ｂ群 Qb 2 9 2 
広布種 W 4 15 13 
淡水不定・不明種 ? 71 72 29 
その他不明種 ? 4 5 4 
海水種 80 64 118 
海～汽水種 4 1 
汽水種 26 21 5 
淡水種 108 118 77 
合　計 218 212 205 
完形殻の出現率 (%) 56.9 55.9 57.6 


















　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 1.2×104 個、完形殻の出現率は 90.9% である。淡水種、汽水種、海～汽水種が検出
された。堆積物中の珪藻殻数は少ない。環境指標種群は検出されなかった。
・Ⅱ 帯（試料 No.2）
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完 形 殻 の 出 現 率 (%
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　本コアでは、先行して実施された北東約 260m の地点に位置する S-No.1（山本ほか，2019）と同様に、礫層
で構成される陸成の河川堆積物からなる更新統の直上から珪藻化石群集が得られた。S-No.1 と No.2 では、とも
に更新統直上に完新統である沖積層である泥質砂層（層相の記載は、鈴木茂之氏の観察結果による、以下同様）
が累重する。更新統の砂礫層と完新統の泥質砂層の層界の標高は、S-No.1 が -6.10m、S-No.2 が -6.65m である。
泥質砂層では、S-No.1（Ⅰ 帯 :-5.98m）と No.2（Ⅰ 帯 :-5.78m,-5.30m）で、海水泥質干潟指標群や海水不定・不明
種をともない内湾指標種群が優占する共通した珪藻化石群集が得られており、内湾の環境下にあったと判断で
きる。
　S-No.2 では、泥質砂の上部に標高 -5.35m から標高 -2.75m まで、層厚 2.60m にわたって泥層が厚く累重する。
これに対し、S-No.1 では、泥層が標高 -4.50m までと層厚が 1.75m と相対的に薄い。S-No.1 の泥層の上部には、
砂層が厚く累重する。S-No.1 の泥層では、下位の泥質砂層とほぼ同様の内湾環境の珪藻化石群集が得られてい
る（Ⅱ 帯 :-4.78m）。これに対し、標高 -4.68m とほぼ同じ標高に位置する S-No.2 の泥層では、内湾指標種群とと





　S-No.1 は、標高 -4.50m から -0.45m まで層厚約 4.0m にわたって厚く砂層が累重する。いっぽうで、S-No.2 で
は、標高 -5.35m ～ -2.75m まで厚く累重した泥層の上部に、標高 -2.75m ～ -1.10m にかけて層厚 2.60m の泥砂層
が堆積しており、泥質堆積物が連続して堆積しており、S-No.1 と No.2 で層相が大きく異なる。S-No.2 の標高
-2.75m から -1.10m の泥質砂層は、更新統直上の Ⅰ 帯の泥質砂層とほぼ同様の珪藻化石群集を示しており、本帯
においても内湾環境下にあったと考えられる。珪藻分析結果から、S-No.2 では、標高 -6.65m から -1.10m にか
けて泥底もしくは泥質砂底の内湾環境が連続していたとみられる。
　S-No.2 の標高 -1.02m の泥層の薄層の Ⅳ 帯では、下位の内湾指標群が優占する珪藻化石群集から、流水環境
下に生息する上流性河川指標種群が中～下流性河川指標群をともない多産する、淡水種が優占する珪藻化石群
集へ大きく変化する。珪藻化石の環境指標群の特徴と層位的変動から、S-No.2 の標高 -1.02m 付近の層準では、
それまで内湾であった場所において、河川からの淡水流入の影響を大きく受けるような環境変動が生じていた
と推定される。
　ただし、S-No.2 では、砂質泥層の標高 -0.42m と -0.11m が分析層準の Ⅴ 帯になると、内湾指標群が多産する
ようになり、再び海水の影響を強く受ける環境へ変化したと考えられる。ただし、Ⅴ 帯では、下位の海水種が
優占する分帯で目立たなかった海水泥質干潟指標種群の Tryblionella granulate が特徴的に多産するようになる。
既往の層相解析および地形発達史をふまえた珪藻分析事例において、Tryblionella granulate は、干潟潮間帯の潮
汐低地堆積物において、比較的多くの内湾標種群を伴って多産傾向が確認できる（パリノ・サーヴェイ株式会社，




　珪藻分析結果から、S-No.2 では、標高 -2.75m ～ -0.11m の上位に向かって、Ⅲ 帯の内湾のから、比較的急激
と思われる河川からの淡水流入の影響を強く受けるような堆積作用が生じた Ⅳ 帯を経て、Ⅴ 帯において干潟が
形成されるといった層位的な環境変化が生じていたと考えられる。
[ 津島岡大遺跡　T-No.5 コア ]
　砂を含む泥層の標高 -2.00m（Ⅰ 帯）と -1.54m（Ⅱ 帯）の分析層準では、珪藻化石が少なく、化石群集から環
境復元を行えない。同様の岩相を示す砂を含む泥層の標高 -0.06m から -0.04m 付近の Ⅲ 帯では、上述で生態性
を示した海水泥質干潟指標種群の Tryblionella granulate が、内湾指標群をともない多産しており、干潟潮間帯の
環境が形成されていたと推定される。Tryblionella granulate が多産した本遺跡より下流側に位置する鹿田遺跡の
S-No.2 の Ⅴ 帯に比べ、津島岡大遺跡の T-No.5 の Ⅲ 帯では、内湾指標群の割合が少なくいっぽうで、淡水種の
産出がかなり目立つ。珪藻化石群集の対比から、T-No.5 の Ⅲ 帯では、S-No.2 の Ⅲ 帯に比べ、河川からの淡水
流入の影響を相対的にかなり強く受ける環境であったと推定される。
　標高 0.61m の砂を含まない泥層の Ⅳ 帯では、下位の Ⅲ 帯と類似する珪藻化石群集を示すが、Ⅲ 帯で
産出がごく僅かでであった汽水泥質干潟指標群の Pseudopodosira kosugii が特徴的に多産するようになる。
Pseudopodosira kosugii は、平均高潮位から大潮時の高潮位の範囲に生育するとされ（澤井，2001）、塩分濃度 12
～ 30 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の泥底に付着生活する（小杉，1998）、Tryblionella granulate といった海水泥質干潟指標種群




　標高 1．24m と 1．78m の砂を含まない泥層では、珪藻化石がほとんど産出しなかった。そのため、珪藻化石
群集からの境復元を行えない（0 帯）。
[ 津島岡大遺跡　T-No.6 コア ]
　分析層準は、中粒砂主体で礫を含む泥質砂を挟在する泥層である。標高 -1.57m の Ⅰ 帯は、内湾指標群が多産し、





















　S-No.2 では、基底部が更新統の境界である標高 -6.65m から -2.75m の 5 ユニットの泥質砂層（鈴木茂之氏の
地層区分、以下同様）、標高 -2.75m から -5.35m の 4 ユニットの泥層、標高 -1.10m から 2.75m の 3 ユニットの泥
質砂層まで内湾の堆積環境が継続しており、珪藻分帯の Ⅰ ～ Ⅲ 帯に対比される。海成層の上部の 3 ユニットでは、
放射性炭素年代値が得られている（図 4）。層位的に年代値の逆転が認められるが、逆転する相対的に古い年代
値を除外するとともに、後述する珪藻分析において上位の河川の影響を強く受けたと判断できる 2 ユニット最
下部（Ⅳ 帯）の年代値をふまえると、S-No.2 では、約 5300 ～ 5000 年前（5050±20BP,4500±20BP,5330±20BP、
2σ の放射性炭素年代測定の較正値、以下同様）まで内湾の堆積環境が形成されていたと捉えられる。
　いっぽうで、S-No.2 の北東約 260m に位置する S-No.1 では、S-No.2 で内湾泥層が連続して堆積する層準にお


















































































図 4　鹿田遺跡の S-No1、No.2 の柱状図と放射性炭素年代値、堆積ユニット、珪藻分帯4 S-No.1 No.2 文
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を含まないと記載され（山本ほか，2019）、海成砂層の可能性が考えられる。S-No.1 の砂層は側方へ連続せずに、
同じ標高の S-No.2 において内湾の泥質堆積物が累重する。また、S-No.2 では、田辺ほか（2006）によって記載
された潮汐の影響した砂嘴縁辺堆積物の層相に類似すると思われる砂泥互層が観察される（2020 年 11 月 24 日
にコア観察）。上記から、S-No.1 の 4 ユニット下部の海成の可能性のある砂層については、比較的近接した地点
で S-No.2 の内湾相へと側方変化が生じている可能性や、さらに一部の層準で指交関係になる可能性がうかがえ
る。ただし、S-No.2 の内湾相の堆積層の下部付近は、S-No.1 の海成砂層の堆積後に累重している可能性もある。
年代値が得られておらず、上記した層準の S-No.1 と S-No.2 の堆積過程は不明な点が多いものの、S-No.1 の 4
ユニット下部の砂層については、S-No.2 が内湾の堆積環境であった時期に形成された、河口州などの砂州を構
成する砂碓の堆積物であったと推定される。
　標高 -1.02m の 2 ユニット最下部の泥層の薄層が分析層準の Ⅳ 帯では、直下の内湾の堆積環境から河川
からの淡水流入を強く受ける堆積環境へと急激に変化する。この時期は、Ⅳ 帯の年代値から、約 4800 ～
4600 年前（4155±20BP）である。さらに、急激な堆積環境変化が記録された Ⅳ 帯の約 60cm 上位の Ⅲ 帯
では、干潟潮間帯の潮汐低地が形成されていたと解釈される。層位的に年代値の逆転が認められるが、逆
転する相対的に古い年代値を除外すると、Ⅳ 帯と Ⅲ 帯に対比される 2 ユニットは、約 4800 ～ 4600 年前
（4310±20BP,4120±20BP,4155±20BP）に連続的な堆積層の積層によって形成されたと考えられる。内湾の 3 ユ
ニットから得られた最も新しい年代値と 2 ユニット最下部の年代値、層相および珪藻分析結果をふまえると、
S-No.2 では、約 5294 ～ 5048 年前（4500±20BP）以降から約約 4800 ～ 4600 年前（4155±20BP）の期間に、何ら
かの要因で付近の基準面の相対的な低下が生じて、内湾から陸域の干潟へと地形が変化したと考えられる。また、
放射性炭素年代値と堆積層の累重状況からは、約 5900 ～ 5700 年前の 3 ユニット上部と、約 4800 ～ 4600 年前
の 2 ユニット最下部において、ハイエイタスが生じている可能性がうかがえる。
　S-No.1 の 4 ユニット上部の標高 -0.73m から -0.45m と 3 ユニットの標高 -0.45m から 0.05m では、層位
的に年代値の逆転が認められるが、逆転する相対的に古い年代値を除外すると、ほぼ同じ標高の S-No.2
で 得 ら れ た 約 4800 ～ 4600 年 前（4310±20BP,4120±20BP,4155±20BP） よ り も 新 し い 約 3800 ～ 3600 年 前
（3415±20BP,3460±20BP,3930±50BP）に堆積したと捉えられる。S-No.1 の 4 ユニット上部の砂層は、下部と異な
り基質に泥を含む。また、S-No.1 の 3 ユニットは、泥質砂層で構成される。S-No.1 と S-No.2 での標高 -1.00 ｍ
から -0.00m 付近での年代値と層相および珪藻分析結果をふまえると、S-No.1 の 4 ユニット上部と 3 ユニットは、
S-No.2 の 2 ユニット下半部もしくは 3 ユニット上部付近を侵食して形成された堆積空間を新たに埋積した層準




　津島岡大遺跡では、今回報告する T-No.5 と T-No.6 および既報の T-No.2 と No.4 の年代値と層相および珪藻分
析結果（山本ほか，2018・2019）から、中期完新世の高海水準（横山，2019）以降の堆積環境変化を詳細に捉
えることが可能である。
　発掘調査結果にもとづくと、T-No.6 は流路部分に位置すると考えられる。T-No.6 の南東約 200m の地点の
T-No.5 は、流路周囲の氾濫原上に位置しており、流路によって侵食された基盤層が累重すると考えられる。ま
た、T-No.6 の南西約 550 ｍの T-No.4 では、更新統の砂礫層の直上から連続した完新統の年代値と層相変化の情




　以下に、T-No.1 と No.4 の既往のボーリングコアの研究成果を参照しながら、T-No.5 と T-No.6 の堆積環境に
ついて検討していきたい。
　T-No.5 では、標高 -2.00m の更新統と完新統の境界付近の年代値が得られていないものの、泥層からなる 4 ユ




環境が、約 7200 から 6800 年前（6175±20BP,6005±20BP）に形成されていたと考えられる。
　これに対し、流路部分に位置する T-No.6 では、標高 -1.75m の更新統と完新統の層界付近の標高 -1.57m の基
底部付近で、約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）の年代値が得られている。また、上記の基底部の上部の層準
のユニットと区分された堆積層からは、同じ標高において約 7200 から 6800 年前（6175±20BP,6005±20BP）の
年代値が得られた T-No.5 の 4 ユニットよりも新しい約 5000 から 4500 年前（4130±20BP,4295±20BP,4400±20BP）
の年代値が得られている。
　T-No.6 の流路基底部付近の年代値と、その側壁を構成する基盤層部分の T-No.5 の位置関係と年代値および堆
積状況をふまえると、T-No.6 では、約 7200 から 6800 年前（6175±20BP,6005±20BP）に形成された T-No.5 の干
潟堆積物を、約 5000 ～ 4800 年前以前（4295±20BP）のある段階に谷状に下刻して堆積空間を形成したと解釈
できる。T-No.6 の珪藻分析では、約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）の年代値を示した完新統の基底部で、内
湾指標群が多産している。上述では、T-No.6 の珪藻化石群集については、特に基底部より上部の分析層準につ
いて、内湾指標群などの海水種が目立つものの、多産種や優占種をともなわず産出する種類数の多い特徴から、
再堆積した珪藻化石を多く含むと考えた。T-No.6 の 2 ユニットで実施された電気伝導度の分析では、海水の影
響がほぼなかったと推定される低い値を示しており、海水種が再堆積であった可能性を支持する分析結果が得
られている。




T-No.6 の 2 ユニットの堆積環境については、不明な点が多く、今後さらに検討していく必要がある。
　以上、T-No.6 については、堆積環境について解釈できない点が多いものの、年代値から約 5000 ～ 4800
年前（4295±20BP）以前のある段階に下刻して形成された谷状の流路において、完新統の基底付近の標高






　いっぽうで、侵食された T-No.5 では、標高 0.04m の 4 ユニット上部の約 6900 ～ 6800 年前（6005±20BP）の
層準の約 60cm 上位と近接する 3 ユニットで約 4800 ～ 4600 年前（4165±20BP）と比較的大きな時間差のある年
代値が得られており、4 ユニット上部と 3 ユニットにおいてハイエイタスが生じている可能性がうかがえる。4
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　T-No.5 の 4 ユニット上部と 3 ユニットの境界においてハイエイタスが存在していた場合には、要因として約
5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）以前のある段階に生じたと考えられる氾濫原上に形成された T-No.6 での流路
もしくは開析谷の形成と連動した堆積環境変化である可能性が高いと考えられる。
　上述してきた完新統の基底から約 5000 ～ 4000 年前頃までの津島岡大遺跡での堆積環境変化と地形形成につ
いて、T-No.5 と T-No.6 の周辺の状況についてみてみると、標高の低い下流側の T-No.4 では、更新統と完新統の




が不明である。9 ユニット直上の標高 -3.05m から -2.40m の 8 ユニットの有機質の泥層の珪藻分析では、干潟の
堆積環境が確認できる。8 ユニットでは、約 7800 から 7400 年前（6605±25BP,6940±25BP）の年代値が得られて
おり、この時期には津島岡田遺跡の T-No.4 付近に海が確実に侵入し始めたと状況が確認できる。
　標高 -3.05m から -2.40m の 8 ユニットの上位では、標高 -2.40m から -0.65m の層厚約 1.8m にわたって、粗粒
の砂層が目立つ堆積層が累重するようになる。この層準では、標高 -2.40 から -1.40m の粗粒砂層の 7 ユニット、
標高 -1.40m から -0.65m の礫混じりの粗粒砂から泥質砂へ上方細粒化の 2 回のサイクルがある 6 ユニット、標
高 -0.65m から 0.05m の中粒砂層の 5 ユニットが累重する。7 ユニットから 5 ユニットでは、粗粒の砂層の 7 ユ
ニットで産状が不良であるが、この他のユニットにおいて基本的に海水種と汽水種をともなう淡水種が優占す
る珪藻化石群集を示す。7 ユニットから 5 ユニットの層相と珪藻分析結果をふまえると、これらのユニットでは、
河川堆積作用が強まっていたと考えられる。ただし、電気伝導度において高い値が得られており、海水種と汽
水種もある程度の割合で随伴する特徴、さらに本地域の潮位差が大きい点をふまえると、7 ユニットから 5 ユニッ
トでは、遡上するなどしてきた海水流入の影響を受けていたと推測される。7 ユニットから 5 ユニットについ
ては、海域に侵入した当時の河口付近に累重したデルタの堆積層の可能性がある。
　上記のような堆積環境が示される 7 ユニットから 5 ユニットでは、放射性炭素年代値から、約 6300 ～ 4900
年前（4430±25BP,4450±25BP,4520±20BP,5400±25BP,5355±25BP）かけて堆積したと捉えられる。7 ユニットから
5 ユニットで得られた約 6300 ～ 4900 年前の年代値は、上流側の T-No.5 の約 6900 ～ 6800 年前の 4 ユニット上




の強い埋積が生じていた可能性がある。このような T-No.4 については、ユニット 5 最上部の約 5300 ～ 4900
年前（4430±25BP）を示す標高 -0.04m の年代試料採取層準の直上の標高 0.29m のユニット 4 において約 4400
～ 4100 年前（3825±20BP）の年代値が得られており年代差が認められる。T-No.4 では、約 5300 ～ 4900 年前
（4430±25BP）以降から約 4400 ～ 4100 年前（3825±20BP）以前の間に、堆積速度が減少した可能性がある。
　T-No.5 および T-No.4 の年代値と堆積層の累重状況をふまえると、氾濫原部分では、氾濫原の埋積によって形
成された T-No.4 の 5 ユニット最上部の年代の約 5300 ～ 4900 年前（4430±25BP）以降から、干潟堆積層の上部
において再び堆積が始まる T-No.5 のユニット 3 の約 4800 ～ 4600 年前（4165±20BP）以前の間の時期に、何ら
かの要因で基準面が低下して、堆積が不活発になった可能性が指摘される。そして、この要因としては、流路
もしくは開析谷の基底部付近で、約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）の年代値が得られている T-No.6 で確認さ
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れる氾濫原での下刻をともなう地形変化が関係していると考えられる。年代値の層位的な逆転が激しく、堆積
時期を特定するのは難しいものの、T-No.6 の南東約 600 ｍの T-No.2 では、更新統の上部がすべて河川堆積物で
あり、再堆積でない年代値として更新統に近い層準で、約 4600 ～ 4400 年前（4050±20BP）の年代値が得られ
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刻が進行した時期は、T-No.6 の基底部で得られた約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）に極めて近い時期である
可能性がうかがえる（図 6）。
　なお、約 5300 ～ 4900 年前以降から約 5000 ～ 4800 年前以前に生じた氾濫原上での相対的な基準面の低下と
関係しそうな層序・年代は、上述の鹿田遺跡の S-No.2 のコアでも認識される。従って、約 5300 ～ 4900 年前以
降から約 5000 ～ 4800 年前以前に生じた氾濫原の環境変化は、津島岡大遺跡だけでなく鹿田遺跡にも及んでい
たと推測される。
　津島岡田遺跡では、堆積層の累重状況にもとづくと、T-No.5 の干潟潮間帯堆積物の直上の 3 ユニットの年代
値である約 4800 ～ 4600 年前以降（4165±20BP）になると再び氾濫原での埋積が進行していくと解釈される。
この段階の堆積ユニットは、津島岡田遺跡の T-No.5 の 3 と 2 ユニット、T-No.6 の 2 ユニット最上部、T-No.4
の 4 と 3 ユニット、鹿田遺跡の S-No.1 の 4 ユニット上部、3 ユニット、S-No.2 の 2 ユニットである。T-No.4 や
S-No.1 の珪藻分析結果をみると、この段階にも潮位差などによって場所によって海水の影響を強く受けながら、
氾濫原の埋積が進行していたと推測される。約 4800 ～ 4600 年前以降の氾濫原は、T-No.4 の 3 ユニットの年代
値から、約 3000 ～ 2900 年前（2810±20BP）にいったん埋積が静穏化した可能性がある。約 4800 ～ 4600 年前
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1.Cyclotella striata (S-No.2:2)  2.Cyclotella striata (S-No.2:8)  3.Cyclotella litoralis (T-No.6:1)
4.Nitzschia cocconeiformis (T-No.5:5） 5.Rhopalodia acuminata (T-No.6:8)  6.Rhizosolenia spp. (S-No.2:6) 
7.Paralia sulcata (S-No.2:10)  8.Terpsionoe americana (S-No.2:6)  9.Achnanthes crenulata (T-No.5:2）
10.Cymbella turgidula (S-No.2:9)  11.Tryblionella granulata (S-No.2:10)  12.Fragilaria capucina (T-No.6:1)
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図版2　堆積物中の珪藻化石の顕微鏡写真
1.Actinocyclus octonarius (S-No.2:12)  2.Paralia sulcata (S-No.2:11)  3.Paralia sulcata (S-No.2:12)
4.Coscinodiscus spp. (T-No.5:5） 5.Cyclotella striata (S-No.2:12)  6.Thalassiosira spp. (S-No.2:12) 
7.Nitzschia cocconeiformis (S-No.2:11)  8.Tryblionella granulata (S-No.2:11)  9.Rhizosolenia spp. (S-No.2:11）














定が可能であり、これまでのボーリングコアの調査においても AT 火山灰が確認されている（山本ほか 2018）。
関東平野や大阪平野では、縄文海進や地形発達の検討において、この沖積層基底面の分析が行われている（例

























































していると判断したものは 137 本である。本遺跡の現地標高は 4.5 ～ 5.5m であるが、最も低い地点はおよそ





























































点で -4.3m であり、その比高は 4.6m に達する。こ
のデータをクリギングして予測面を作成したもの



















































1.  このほかに、デジタル測量における空間補間（内挿）法としても利用されている（例えば早川・津村 2008、津村ほか
2011、寺村 2008）。





6.  Mean は交差検証誤差の平均値で、0 に近いほどバイアスが少ないことを示す。Root-Mean-Square（RMS）は測定値と予測
値が二乗平均誤差平方根でどの程度異なるかを示す指標であり、0 は誤差がないことを示す。Mean-Standadized は標準化さ
れた平均誤差で、0 に近いほどバイアスが少ないことを示す。Root-Mean-Square Standardized は標準化された RMS であり 1
に近いほどよい。表 2・3 も同様。
7. ここでは遺跡内ではなく、岡山大学津島キャンパス内で行われたすべてのボーリングデータを用いた。
8.  鹿田遺跡では沖積層基底面～弥生時代後期までの地形発達過程についてまとめた（山口 2020）。平野全体の研究は、本研究
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結びつけることで、遺跡動態や居住形態、生業の変化についての一因を描くことに繋がるものと考える。
　ボーリングコアデータの閲覧については岡山大学施設企画部施設企画課の方々に多大なご協力をいただいた。





























跡（旭川下流域、130：第 Ⅲ 章 1- 表 1a の遺跡番号、以下略す）｡ のボーリングデータと岡山県南部地域の遺跡
データで得られる低位部の遺構面レベルを、そして堆積層の厚さについても遺跡の低位部における遺構面レベ
ルに注目して、作業上の数値を求めた。以下、その基準データを提示しつつ、同時期の海域環境にも触れたい。
参考にしたデータは表 1 にまとめた。取り上げる遺跡のデータは、第 Ⅲ 章１の表 1a を参考にされたい。また、
T 番号は岡山大学津島キャンパス（津島岡大遺跡）、S 番号は同鹿田キャンパス（鹿田遺跡：旭川下流域、137）
におけるボーリングデータをそれぞれ示す。その成果は本書の第 Ⅱ 章 1・2 を参照されたい。
【早期後葉～前期初頭：海進ピーク前】　
　海域環境を示すボーリングデータは、7800 ～ 7700 cal BP の年代値を示す T-No.4 の試料が上げられる。標高
-2.5 ｍに内湾状態が確認されたことから、平均高潮位は標高 -1.5m 以上と考えた。同ボーリング地点は津島岡大
遺跡の外周域にあたっており、すでに同時期には前期に近い位置まで海進が及んでいた可能性を示すものであ
る。
　次の早期末～前期初頭では、T-No.5 において 7200 ～ 6800 cal BP の年代が得られた標高約０ｍに、潮間帯環
境が示された。その他に、児島南岸に位置する出崎船越南遺跡（181）では、7000 ～ 6400 cal BP の年代を示す
試料から、海水準上昇期に一時的な停滞が海抜 -1 ～ 0m 付近であり、その後 6200 cal BP にかけて上昇した可能
性が指摘されている（別所 2007）。シンフォニーホール地点（旭川下流域）の調査では標高約 -0.6 ｍ付近でカ
キ礁の形成が報告されている（高橋学 2003）。こうしたデータも合わせると、平均高潮位を標高 0 ～ 1m 程度に
予想させるデータが多い。その中で、真徳貝塚Ｂ（吉井川下流域、148）では、6940 ～ 6625 cal BP の年代を示











　ボーリングデータでは、T-No.5 において標高約 0.5m まで海の影響が認められ、干潟環境が指摘されている。
また、津島岡大遺跡の南に位置する津島遺跡（旭川下流域、132）では、標高 -1m までが内湾環境とされる（パ
リノ ･ サーヴェイ 1999）。同遺跡の南東に位置するシンフォニーホール地点のカキ礁については前述したが、そ
のレベルから海進ピーク時の平均海水準は 0m を超えないとされる（高橋学 2003）。以上のデータから、海進ピー
ク時における平均高潮位を概ね 0.8 ～ 1m 程度に設定した。このレベルでは、満潮時とはいえ、例えば、前期①（羽
島下層式）の遺物出土レベルが標高 0.5m 付近とされる羽島貝塚（高梁川下流域、95）のような遺跡の立地が問
題となり、これまでも平均海水準の検討時に取り上げられてきた（髙橋護 1991・河瀬 2006 など）。この点につ
いては、海進のピーク時と遺跡形成時期との対応関係を整理する必要があろう。同貝塚では、続く前期③④（彦




の状態も参考にしつつ、作業上のレベルは 4.5 ～ 4.8m となるが、概ね 4.5 ｍに設定した。
【中期：海退状態へ】
　中期における平均高潮位は T-No.2 ～ 6 と S-No.2（旭川下流域）のボーリングデータおよび津島岡大遺跡の遺構・
遺物検出レベルから、そして堆積層の厚さも同じく津島岡大遺跡のデータに手がかりを求めた（Ⅱ 章 5- 表 2）。
　津島岡大遺跡のボーリング調査では、中期に形成された開析谷・同河道が複数箇所で確認されており、その
底面レベルは標高約 -2 ～ -1.4m に位置する。T-No.4 では珪藻化石・電気伝導率の分析結果から淡水状態を示
す堆積層の下面が標高 -0.5m に認められる（5000 ～ 4900 cal BP）。S-No.2 では、早期以来の海域環境が大きく




　堆積層の厚さは、津島岡大遺跡で確認された遺構・遺物の検出レベルである標高 1.7 ～ 2m 前後を参考に 3m
の厚さを見込んで、両データから作業上のレベルを 2.5m に設定した。
【後期：海域環境の影響】
　平均高潮位の参考値は、T-No.4 と S-No.1 のボーリングデータの他に、津島遺跡およびその西側に位置する伊
福定国前遺跡のデータを加えた。これらは旭川下流域西岸に位置する遺跡である。両遺跡では T-No.4 と同様に
標高 0.7 ～ 0.8m に汽水域・干潟環境の広がりが報告されている（パリノ・サーヴェイ 1999・2004）。こうした
遺跡群の南側に立地する S-No.1 では、標高 0 ～ 0.5m に海水泥質干潟や湖沼湿地などを伴う内湾環境が認められ、
それまでの陸域環境から海の影響をうける環境への変化が指摘されている（野口 2019）。T-No.4 と S-No.1 の年
代値は、4300 ～ 4150 cal BP と 3700 ～ 3600 cal BP である。一時的な変化の可能性もあるが、後期に入って、同
域では全体的に海の影響が強まった点は注意しておきたい。また、南方釜田遺跡（旭川下流域、136）では標高 0.5m




から 3.5m とし、作業上のレベルを 4m とした。
【晩期：海退状態へ】
　ボーリングデータでは、T-No.4 において 0.5m 以上に汽水環境から淡水環境への変化を示すデータが得られた。



















周辺に形成された小規模な砂州状地形での活動（間壁忠彦 ･ 葭子 1971）や、彦崎貝塚のように標高 3 ～ 5m 程

























広がりが想定される（第 Ⅲ 章 1- 表 3）。
　一方、高梁川河口部では、前期の海岸線が同心円状に後退し、前期の海域は狭小な環境に至ったことが予想
される。中期後半の海退については前述したが、遺跡数にも変化が現れている点は注意が必要であろう。これ














が認められる（第 Ⅲ 章 1- 表 1a・3a）。そこには、中期後半～後期に進行する海退と海進状態という環境変動が























田嶋正憲 2014「縄文貝塚から見た吉備先史社会素描」『半田山地理考古』第 2 号　pp.23-45. 
野口真理江 2019「堆積物中の珪藻化石群集」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2017』　pp.28-35.　
パリノ・サーヴェイ株式会社 1999「津島遺跡の古環境復元」『津島遺跡』1　岡山県埋蔵文化財発掘踏査報告 137 　pp.77-96. 
パリノ・サーヴェイ株式会社 2005「伊福定国前遺跡における古環境解析」『伊福定国前遺跡』2　岡山県埋蔵文化財発掘踏査
報告 188 pp.198-213. 
平井泰男 1995「発掘調査成果の概要」『南溝手遺跡』1　岡山県埋蔵文化財発掘踏査報告 100 pp.408-417.　 
別所秀高 2007「玉野市出崎遺跡にみられた海岸堆積層」『出崎船越南遺跡発掘調査報告書』pp.40-46.
間壁忠彦・葭子 1971「六、むすび」『里木貝塚』倉敷考古館研究集報第 7 号　pp.114-119.　　 
山本悦世・山口雄治・鈴木茂之 2018『縄文時代の海岸線復元と遺跡動態－岡山平野のボーリング調査を踏まえて－』
山本悦世 ･ 鈴木茂之 ･ 山口雄治・岩﨑志保 2019「岡山平野における環境復元へのアプローチ－岡山大学構内遺跡を中心とし
たボーリング調査から－」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2017』pp.17-27.　







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の北端に位置する（第 Ⅱ 章 1- 図 1）。地形としては、北側の半田山丘陵裾部に広がる扇状地地形の末端付近にあ
たるが、縄文時代の地形を復元すると、旧旭川の河口部に立地する遺跡といえる（第 Ⅱ 章 4- 図 3. 130）。
　本格的な発掘調査は岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが実施しており、1983 年から現在までに 37 回を
数える。調査面積の大小はあるが、調査地点は同大学の敷地全体に広がる。また、北東部には、敷地に近接し
て朝寝鼻貝塚（129：第 Ⅲ 章 1- 表 1a の遺跡番号、以下略す）が立地しており、同貝塚を含む一つの縄文集落が
想定される（山本 2004）。集落のまとまりが把握されるのは、時期的な継続を踏まえると中期末葉（矢部奥田式）
～後期中葉（彦崎Ｋ Ⅱ 式）および晩期後葉 1（津島岡大式）であるが、活動痕跡をたどると、中期前半（船元式）
















と、②後述する中期の遺構・遺物の検出面レベル値（標高 1.6 ～ 2m）から、本時期の活動面が少なくとも標高
1m 前後まで下がる可能性が高い点である。この数値は、山陽地域の前期貝塚形成遺跡の活動面レベルに近似す





めて少ない。また、その分布域は第 26･27 次調査地点・第 33 次調査地点そして第 21 次調査地点に限定される。
本遺跡の中央部に当たる第 21 次調査地点以外は全て南西部に位置する（表 1・図 1）。その他に、年代測定から
第 8 次調査地点の土坑にその可能性が求められる。詳細な時期は決め手に欠けるが、この地点も南西部に位置





　具体的に、当時の環境はどうであろうか。遺構・遺物の検出レベルは標高 1.6 ～ 1.9m 程度で、かなり低い値
が示される（表 2）。その基盤層は、南西部では後期と同じ均質な黄色砂層あるいは同砂質土層で構成されてい







　続く中期後半（船元 Ⅳ 式・里木 Ⅱ 式）では、第 3 次 ･15 次調査地点と第 17 次 ･22 次調査地点で、土器小片
が後期土器に混入して数点確認されるのみである。中期後葉（里木 Ⅲ 式）では遺構・遺物とも未確認となる（表
1）。中期後半には活動痕跡は減少し、中断状態に至ったと理解される。注目されるのは、その資料の分布が前
段階の活動域ではなく、本遺跡では高い位置にあたる北東部に変化している点である（表 1･ 図 1）。後期に居
住域となる場所である。遺物量が僅少であるため流動的見解ではあるが、その後の遺跡動態につながる動きと
して注意しておきたい。


















その周辺にあたる作業空間では、比較的高い場所で 2.5 ～ 2.8m、低い場所では 1.6 ～ 2m 程度であり、両者間に
は明らかに高低差が認められる（表 2）。各活動空間によって形成された集落の規模は、少なくとも東西 1 ㎞ ×













因の一つであろう（第 17 次・3 次・15 次調査地点）。また、居住域を取り巻く谷部（第 6 次・9 次・32 次・28 次・




















　津島岡大式段階の明らかな資料は、第 3 次・15 次調査地点で報告された谷部の貯蔵穴群と土器群である。一
方、同時期以前とされるのは第 22 次調査地点の土坑 1 基と第 23 次調査地点の溝 1 条・河道出土土器である（中







23 次・26 次調査地点）、各調査地点の貯蔵穴数は 3 ～ 4 基で、遺物をほとんど共伴しない（図 1、表 1）。
　こうした変化の境界にある「黒色土」形成の背景については、海退状態や土砂供給の低下が想定されている（山
本 2019）。後期と本時期の貯蔵穴が重複する第 3・15 次調査地点では、顕著な水量を示す河道の斜面部に並ぶ
状態にある後期の配置が、本時期では谷の中央部にまでに広がっており、谷地形内での環境の変化として、流
量の低下とそれに伴う埋積土の減少が予想される。ボーリングデータからは、本時期の前段階にあたる約 3000











2. 本書第 Ⅱ 章 2 において、津島岡大遺跡におけるボーリング調査成果をもとにした環境変化がまとめられている。そのなかで、
5000 年～ 4900 年前における開析谷・開析河道の形成についてその可能性が指摘されている。
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　現在、山陽地域の縄文遺跡は合計 212 遺跡（岡山県域 193 遺跡、広島県域 19 遺跡）が確認される（第 Ⅲ 章








跡、前期 41 遺跡（43 遺跡：僅少遺跡含む、以下略す）、中期 50 遺跡（56 遺跡）、後期 98 遺跡（126 遺跡）、晩








　沿岸部の遺跡数は早期 34 遺跡、前期 38 遺跡、中期 47 遺跡、後期 77 遺跡、晩期 46 遺跡を数えるが、内陸部






前期②～④（磯の森式～里木 Ⅰ 式・彦崎 ZⅡ 式）では 15 遺跡程度に落ち着く。そして、中期①～④（船元 Ⅰ ～
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里木 Ⅱ 式）では 20 遺跡程度から約 30 遺跡程度に増加する（図 2b）。こうした遺跡数の変化は、前期～中期前
半において安定期を経て緩やかな拡大傾向が進行した状態と理解される。
　その後、中期⑤（里木 Ⅲ 式・福田Ｃ式）では、遺跡数は 28 遺跡から 16 遺跡まで減少する。中期の増加分が
消失して前期に回帰した状態である。それが後期①（中津式）には一転して、約 2.6 倍の 43 遺跡へと急増する。





23 遺跡へ、さらに晩期①には 14 遺跡まで減少する。この数値は前期の数値にあたる。そして晩期②（晩期中葉）









詳細が不明な遺跡を除いて 46 遺跡が抽出された（第 Ⅲ 章 1-3a）。その中で、貝塚形成時期について確実性の高
い時期に絞り込むと、各時期の遺跡数は早期 4 遺跡、前期 10 遺跡、中期 9 遺跡、後期 18 遺跡、晩期 5 遺跡となる。
前期と後期に増加し晩期に減少する点は全体的な遺跡数の変化と共通する（図 2a）。ただし、晩期における遺跡
数減少傾向の中で、本遺跡が示す 0.3 倍以下への低下は際立つものである（図 1a）。
　以下、確実性の高い貝塚形成遺跡を取り上げて、時間軸を狭めてその動きを確認しよう（図 2b･2c）。
　前期の増加時期は貝塚形成遺跡以外の遺跡（以下、「他の遺跡」とする。）とは異なる。前期①（羽島下層式）
の 1 遺跡が 7 遺跡に急増するのが前期②（磯の森式）の段階である。前期①での遺跡数増加を示す他の遺跡と
の時期差については、土地形成と貝塚形成活動との段階的進行の中で評価されている（間壁忠彦ほか 1971 ほか）。
その後、前期③～中期④（前期後半～中期中頃）は概ね 4 ～ 5 遺跡で安定的に推移する。同時期は、前述した
沿岸部での遺跡数の緩やかな増加期に対応しており、安定的な貝塚形跡活動と遺跡数の増加との連動性が認め




では 8 遺跡、後期③④で 6 遺跡となりと平均化する（図 2c）。問題は残るが、両時期の数値については今後の検
討課題とし、ここでは平均化した状態を支持して論を進めたい。このように考えると、中期⑤～後期①（中期
後葉～後期初頭）の遺跡数変動期を除くと、前期③～後期④（前期後半～後期中葉）では貝塚形成遺跡数は安
定的に推移し、各時期の貝塚形成遺跡数も概ね 4 ～ 5 遺跡前後に収まる。この数値は、他の遺跡数が変動する
中で一定の幅を保っており、全体としては安定的な点が注目される。
　前期～後期の状態が大きく変化するのが、後期⑤（後期後葉）である。後期⑤～晩期①（後期後葉～晩期前

















の状態が一変するのが後期①（後期初頭）である。中期⑥（中期末葉）で 3 遺跡の増加を経て、後期①では 11
遺跡（13 遺跡：遺物の僅少遺跡を含む、以下省略）に急増し、後期②～④（前期前葉～中葉）には 6 ～ 8 遺跡（11



























作業上の領域を設定した（第 Ⅲ 章 1- 図 1）。その枠組みをもとに注目点などをまとめたい。
【沿岸部】






　Ｅ域：足守川下流域。1 域は矢部奥田遺跡周辺、3 域はその東側、2 域は南側の大内田貝塚周辺（当時は島嶼部）
である。
　F 域：笹ヶ瀬川下流域（1 域）と旭川下流域西岸（2･3 域）。
　　　   2 域は津島岡大遺跡周辺で 3 域はその南側の範囲である。
　Ｇ域：旭川下流域東岸。1 域は百間川遺跡群周辺、2 域はその北側、3 域は南側の島嶼部とした。
　Ｈ域・I 域：Ｈ域は砂川下流域。Ｉ域は吉井川下流域で、北側を 1 域とし南側の河口部を 2 域とした。
　Ｊ域：片上湾周辺。1 域は沿岸部、2 域は島嶼部とした。
　Ｋ域：児島南岸～以南の島嶼部。西から 1 ～ 3 域に細分した。
【内陸部】
　a 域は浅口市域、b 域は矢掛町域、c 域は総社平野（d 域）を取り囲む地域で、北側を 1 域、南側を 2 域とした。
d 域は総社平野を中心に足守の平野部を含む。総社平野と一連のつながりをもつ地域で、旧高梁川や足守川の
影響がおよぶ。総社平野内の西半を 1 域、東半を 2 域、足守地区を 3 域とした。e 域は足守川下流域で d3 域の
南側にあたる。E 域の北側であるが、海岸線復元からは ､ 沿岸部に入る可能性を残す。F 域は岡山市北区御津町




た（髙橋 1965、平井 1987、田嶋 2014 ほか）。それらとは領域区分が必ずしも一致しないが、中心的な遺跡は概
ね共通する。以下、各遺跡の情報は第Ⅲ章 1- 表 1a にゆだねる。
【沿岸部】　
　中心的遺跡として上げられるのは、A1 域の津雲貝塚（遺跡番号 59：以下番号のみとする。）、A3 域の黒土遺
跡（67）、B1 域の中津貝塚（76）、B2 域の上水島西の浜遺跡（90）、C1 域の里木貝塚・涼松貝塚（92・93）、Ｃ
2 域の船倉貝塚・羽島貝塚（94･95）、D1 域の彦崎貝塚・舟津原遺跡（102・104）、D2 域の福田貝塚・広江浜遺
跡（110・111）、F1 域の田益田中遺跡（127）、F2 域の津島岡大遺跡（130）、G1 域の百間川沢田遺跡・同原尾















る d 域、沿岸部の F・G 域と I 域に認められる。これらの領域は、河川流域あるいは河口部に形成されている。
また、立地する遺跡の大半は、後 ･ 晩期に新たに形成される遺跡であり、遺物の僅少遺跡の比率が高い特徴を
有している。そうした遺跡の多さも遺跡密度を高める一因となっている。一方、前期以来の活動域を形成する








時期に進行する海水準上昇の中で ､ 最も古い貝塚形成が確認されたのが、Ｉ域の真徳貝塚 B（148）である。同
貝塚は児島の東側から内湾部に海が浸入する際の入り口付近に立地しており（図 6・10）、カキの純貝層が報告
されている（第 Ⅲ 章 1- 表 3a）。近辺には、同域の中心的遺跡で前期②（磯の森式）に貝塚形成を開始する大橋
貝塚（149）が立地する。同遺跡では、早期あるいは前期①の遺物も出土しており、古くからの活動が予想され





Ⅲ 章 1- 表 1a）。
　前期②～③（磯の森式～彦崎 Z1 式）には、本格的な活動を開始する領域が広がり、以下のような中心的遺跡
が成立する。A1 域の津雲貝塚（59）、C1 域の里木貝塚・涼松貝塚（92・93）、C2 域の船倉貝塚・羽島貝塚（94・
95）、D1 域の彦崎貝塚・舟津原遺跡（102・104））、D2 域の福田貝塚（110）、I 域の大橋貝塚（149）である。そ
れに加えて H 域でも単発的な活動痕跡を残す（図 6）。その多くが貝塚形成に関わる領域を示しており、A1 域
の原貝塚（60）、C1・2 域の中心的遺跡をなす 3 貝塚（船倉貝塚以外）、D1 域の彦崎貝塚・磯の森貝塚（105）、
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H 域の沼貝塚（144）、I 2 域の大橋貝塚・宮下貝塚（150）で貝塚形成が確認されており、各地で貝塚形成への積
極的な取り組みが始まったことが読み取れる。その分布は、早期の貝塚が集中する児島南側の K2 ～ 3 域（黄島
貝塚 192・犬島貝塚 190 ほか）から大きく変化しており、海水準上昇の中で新たに創出された環境への対応が
視覚的に捉えられる（図 5・6）。
　前期に開始された貝塚形成遺跡には単発的な遺跡も多く含まれる。貝塚形成活動が後・晩期に継続するのは




という貝種の変化や（第 Ⅲ 章 1 表 3a）、貝塚形成が本格化するのが前期④（里木 Ⅰ 式）となることから、海域
環境が前期から中期に向けて貝塚形成環境に適した状態に変化したとされる（間壁忠彦・葭子 1971）。こうした
C 域の状況から、貝塚形成域で中心的存在となる C・D 域の中でも、成立期における D1 域の優位性が窺われる。
　中期の貝塚形成遺跡の分布は、この C・D 域両域に加えて、その東側に位置する E1・2 域で矢部貝塚・大内
田貝塚（116・121）が活動を開始する一方で、A1 域・H 域で姿を消した結果、I 域の 1 遺跡を残して、高梁川
河口部～足守川河口部を取り囲むＣ～Ｅ域に貝塚形成遺跡の集中域が形成される（図 7）。前期に集中傾向を示
した高梁川河口部の範囲が東に拡大し、東西の貝塚形成域の衰退によって同域が傑出した存在となったと理解









く確認されるが（A2・4 域、H 域、I 1 域、K1･2 域）、これらは単発的な遺跡が多く継続性に乏しい点で前者と
異なる。貝塚形成においても新たな分布域での開始が確認されるが（詳細は後述する）、単発的な遺跡が多い点
は他の遺跡と同様である。一方、従来の分布域の衰退と消失傾向は、前期・中期から中心的遺跡を有していた
領域（C1・2 域、E1 域、I 域の一部）に顕著に認められる。
　こうした状況を背景に、本時期を境に遺跡分布は変化を見せていく。また、単発的遺跡の急増や、F 域・I 域




遺跡分布域は、一部で衰退傾向を有しながらも後期に維持される中で、新たに A1 域（津雲貝塚）、B1 域（中津
貝塚）、F ～ H 域に分布を広げる。その結果、C ～ E 域に際立つ集中域を形成していた中期の分布状態はくずれ、













　晩期の分布は大きな変化を見せる。A1・2 域は小領域の中心的遺跡である津雲貝塚の 1 遺跡のみとなり、同
様のことが D 域にも認められる。前期以降、主体的位置にあった両域の動きは象徴的である。後期に貝塚形成
遺跡が衰退した C 域では、C3 域に新たな遺跡が低地に貯蔵穴をもって形成される。また、E 域と I 域でも沖積
平野形成の進行が予想される河口部への遺跡分布が認められる。
　貝塚形成遺跡は晩期全体で 5 遺跡が確認されるが、その分布は面的な分布域を抽出できない状態へと大きく
































の位置の変化は、特に遺跡分布が後期～晩期に急速に変化する地域（C・D 域、F・G 域、I 域）に強く表れている（第










域のほかに、小盆地を形成する a 域・f 域・g 域、沿岸部では旭川下流域（当時は河口部）の F・G 域、吉井川
下流域（当時は河口部）の I 域である（第 Ⅲ 章 1- 表 1a）。また、こうした領域では、河道や流路の存在や同場
所あるいは基盤層からの出土遺物の報告が多く、こうした自然環境と遺物の僅少遺跡の出現に強い関連性を持
つことは容易に想像がつく。具体的な事例を紹介しよう。
　同遺跡が多いＦ域では、津島岡大遺跡（130）が立地する F2 域とその南側の F3 域との関係をみると、F3 域
に遺物の僅少遺跡が顕著に現れる（第 Ⅲ 章 1- 表 1a）。両域における後期の土地環境を復元すると、Ｆ 2 域は陸
域となるが F3 域の陸域化は晩期に下ることが確認される（第 Ⅱ 章 4- 図 3・4、同 5- 図 15）。また、津島岡大遺
跡では中期後半頃に環境変化に伴う開析谷・開析河道が形成された可能性が指摘され（第 Ⅱ 章 2）、中期末～後
期前葉における微高地形成をもたらした多量の土砂の供給の進行、つまり活発な河川活動の存在が想定される
（第 Ⅱ 章 5）。こうした環境復元から、河川活動によって F3 域に F2 域由来の後期土器片が分散した可能性は高い。


















確認することはできない（第 Ⅱ 章 4）。一部地域では海域環境が強まる状態が確認されており、必ずしも一律に
海退が生じたとは言い切れない。海退の有無はさておき、後期に確認される貝塚形成遺跡の様々な変化の背景に、
同時期に進行する環境変化の影響を求める点では既往研究の論を否定するものではない。津島岡大遺跡周辺の





いる（中塚 2019）。本研究でも、3000 年前～ 2900 年前に土砂の埋積の静穏化が進行していることが指摘される






部の d ～ f 域と I 域で顕著である（図 9、第 Ⅲ 章 1- 表 1a）。d 域に立地する南溝手遺跡（59）の発掘調査では、
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図 1a　遺跡数の増減 -大区分 -












































































































































































































































































































































































































3 　内陸部における - -









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を消している。全体でも貝塚形成遺跡はわずかに 1 ～ 2 遺跡まで減少する中で（第 Ⅲ 章 1- 表 3a）、本時期にお
ける貯蔵穴の出現は生業面での転機を予想させる。
晩期後葉：　本時期の資料としては、新たに内陸部の南方前池遺跡（g 域、55）が上げられるほか、後期の貯蔵
穴分布域であった旭川下流域で報告が増加する（第 Ⅱ 章 6- 図 5）。津島岡大遺跡（130）のほか、百間川沢田遺
跡（138）・同原尾島遺跡（139）などの百間川遺跡群である。ここで注目されるのは、晩期中葉の貯蔵穴形成遺
跡が引き継がれていない点である。また、津島岡大遺跡では、晩期後葉～弥生前期に形成された「黒色土」の中で、





点において、それぞれ 1 基の貯蔵穴内から出土している。第 5 次調査地点でまとまって出土した 100 点以上の
炭化粒はアズキとダイズ、そして第６次調査地点では炭化アズキ粒数点が確認され、年代測定からいずれも中











































および旧地形復元についての分析を参考とした（高橋 1992、木下 1995 ほか）。また時期区分については、第 Ⅲ
章資料編に凡例として挙げている早期①～晩期③の土器型式に準じて記述する。早期～中期は遺跡数が少ない
こともあり、山陽地域と同じ型式名が通用する。唯一、坂出市大浦浜遺跡では、前期 7 類・中期 25 類・後期 4
類の設定がなされている。後期～晩期については善通寺市永井遺跡における「永井 Ⅰ ～ Ⅸ 式」、観音寺市なつ
めの木貝塚の「なつめの木式」が設定される等の香川での型式設定が行われている。
　香川県域の遺跡を図 3 に示し、分布のまとまりから A ～ F の領域を設定した。
Ａ領域： 香川県の北部の島嶼部にあたる。小豆島・豊島を A1 領域、櫃石島～沙弥島の南北に連なる島々を A2
領域とした。
Ｂ領域：東かがわ市北部にあたる。標高 15m 前後～ 30m の丘陵地に立地する遺跡が確認される。
Ｃ領域： 讃岐平野のうち最も東に位置する大川平野の南側丘陵～山地部にあたる。標高 35 ～ 45m に立地する
遺跡がある。
Ｄ領域： 高松平野を中心とする一帯である。その中で東側の新川・春日川流域を D1 領域、西側の香東川・本津
川流域を D3 領域、その間の扇状地帯を D2 領域とした。
Ｅ領域： 丸亀平野を中心とする一帯である。東側の大束川流域を E1 領域、土器川・金倉川流域を E2 領域、大
束川の上流域および綾川上流域を E3 領域とした。
Ｆ領域： 荘内半島周辺～観音寺市の一帯である。荘内半島と栗島を F1 領域、小蔦島と観音寺市沿岸を F2 領域
とした。
　この領域分類を念頭に遺跡数の時期ごとの変化をみて、A・B・F 領域の島嶼部および香川県域の東西の端に
あたる領域と、C ～ E 領域の平野部を中心にまとまる領域の 2 つに分ける点に有意性を考えた。両グループで
最も異なるのは、前者が早期～晩期まで遺跡が確認されるのに対し、後者では中期まで遺跡がごく少なく、後
期から増加が見られ、晩期にさらに増加する点である。全体に遺跡数が少なく、あまり踏み込んだ検討に至ら
ないが、以下、< 島嶼部・外縁部 > と < 平野部 > と称して、遺跡数の動きや分布の特徴を概観する。個別の遺
跡の内容については第 Ⅲ 章資料編表２を参照されたい。また遺跡数の変化について時期別（図 1）と土器型式




与島・沙弥島に立地する A 領域の 13 遺跡と、栗島・小蔦島を含む F 領域の 13 遺跡が含まれる。また分布圏内
- 83 -
で東の端にあたる B 領域で 3 遺跡がある。図 2 で島嶼部は A 領域を、外縁部は B・F 領域を指す。また香川県
の貝塚 6 遺跡はいずれもこのグループに含まれる。
　遺跡の時期を大区分でみると、早期 6 遺跡、前期 9 遺跡、中期 9 遺跡、後期 20 遺跡、晩期 9 遺跡を数える（図
1）。貝塚の形成は早期①に 3 遺跡（A・F2 領域）、前期②に 1 遺跡（F2 領域）、後期③に 1 遺跡（F2 領域）が認
められる（図 2）が、いずれも単発的な状況である。貝塚は後期③で終焉する点に注意しておく 1 。




　A 領域で中心的な遺跡とみなされる大浦浜遺跡（坂出市）は 2 つの小丘陵と海に囲まれた三角地に形成され
ている。活動域は縄文前期には丘陵裾に認められる。中期～後期には海側に自然堤防上の砂州が発達していき、
砂州上にも生活の痕跡が広がる。標高 0.5 ～ 0.9 ｍに縄文後期以前の生活面が想定されており、前期①（羽島下



































































































































































































































図 1　遺跡数の変化 -時期別 - 図 2　遺跡数の変化 -型式別 -
- 84 -







　C ～ E 領域を平野部とまとめた。C 領域は大川平野、D 領域は高松平野、E 領域は丸亀平野をそれぞれ中心
としたまとまりとして設定した。大区分時期での変化をみると早期には尾崎西遺跡、前期に小山・南谷遺跡と
西内遺跡で散発的に遺物が認められるが、中期には遺跡は確認されておらず、後期から増加する点が各領域と



























































 2.  出土した炭化材・堅果類の年代測定が実施されており、炭化材では中期後葉～後期中葉の、種実では後期初頭～中葉の幅で、
複数のデータが得られている。





高橋　学 1992「高松平野の地形環境 ― 弘福寺領山田郡田図比定地付近の微地形環境を中心にー」『讃岐国弘福寺領の調査』
- 86 -
高松市埋蔵文化財調査報告 19　高松市教育委員会
外山秀一 1993「丸亀平野における遺跡の立地とその環境」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 12 冊郡
家一里家遺跡』香川県教育委員会
木下晴一 1995「立地と環境」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査第 16 冊川津二代遺跡』香川県教育委員会
香川県埋蔵文化財センター 1999『川津川西遺跡・飯山一本松遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 33　
香川県教育委員会
遠部慎・宮田佳樹・加藤久雄・米田穣 2007「瀬戸内海最古の貝塚 ― 豊島礼田崎貝塚の再評価 ―」『LAGUNA 汽水域研究』14　
島根大学汽水域研究センター
幸泉満夫 2010「四国」『西日本の縄文土器　後期』真陽社









































前期③ 彦崎 ZⅠ 式
前期④ 里木 Ⅰ 式、彦崎 ZⅡ 式
前期⑤ 田井式
中期① 船元 Ⅰ 式
中期② 船元 Ⅱ 式
中期③ 船元 Ⅲ 式
中期④ 船元 Ⅳ 式、里木 Ⅱ 式
中期⑤ 里木 Ⅲ 式・福田 C 式
中期⑥ 矢部奥田式
後期① 中津式
後期② 福田 KⅡ 式、松ノ木式
後期③ 津雲 A 式、彦崎 KⅠ 式
後期④ 四元式、彦崎 KⅡ 式
後期⑤ 福田 KⅢ 式、宮滝式、馬取式
晩期① 黒土 BⅠ 式
晩期② 舟津原式、原下層式、谷尻式
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年代 (yrBP±1σ)、暦年較正用 14C 年代 (yrBP±1σ)、測定法、文献をその項目とした。基本的に各報告に記載され
ている情報を記載したが、試料の考古学的時期は報告書から判断したものもある。年代測定値や誤差は、測定
機関によって下一桁の数値の扱いが異なるために、中村 (1999)、西本 (2006) を参考に、下記のような方針で記
載した。
14C 年代 (yrBP±1σ) は、基本的に δ13C による同位体分別効果の補正を行った 14C 年代測定値またはそれ
を丸めた値、および慣用 14C 年代測定値を示す。なお、未補正値の場合はその旨記した。また、較正プログラム
の更新があった場合のために、較正用
14C 年代測定値も掲載した。暦年較正用 14C 年代 (yrBP±1σ) は、δ13C 値によっ
て同位体分別効果の補正を行った
14C 年代値ではあるが、暦年較正用として誤差が丸められていない値を指し、
各報告書にその旨記載されているものを示す。測定法は β線と AMS の区別しか行わなかった。前者には気体比
例計数管法、液体シンチレーション計数法等が含まれる。半減期は、集成した限りすべて Libby の 5568 年であっ
た。文献は巻末の文献一覧を参照されたい。
(3) 若干のまとめ
　今回集成できた測定値の件数は 25 遺跡、273 件である。彦崎貝塚 (91 件 )、津雲貝塚 (67 件 )、津島岡大遺跡










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































測定番号 試料番号 試料データ 前処理














1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 
mol/L, 塩酸：1.2 mol/L） 
サルフィックス処理
写真 1　測定試料 No.1 写真 2　測定試料 No.2
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結果を、図 1 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今
後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
　
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期
として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差
等に基づいて算出され、試料の
14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。
　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。
　暦年較正とは、大気中の





(yrBP ± 1 σ )
14C 年代 




試料 No.2 -25.35±0.15 6133±22 6135±20
7153-7126 cal BP (22.2%) 
7014-6952 cal BP (46.0%)
7157-7097 cal BP (30.4%) 
7077-6943 cal BP (65.0%)
PLD-41470 
試料 No.1 -2.87±0.22 6506±22 6505±20
Marine20: 
6858-6695 cal BP (68.2%)
Marine20: 
6940-6625 cal BP (95.4%)
表 2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
図 1　測定試料および処理（左：測定試料 No.1　右：測定試料 No.2）
表 1　測定試料および処理























OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);
PLD-41469:6133±22 BP
68.2% probability
7153-7126 cal BP (22.2%)
7014-6952 cal BP (46.0%)
95.4% probability
7157-7097 cal BP (30.4%)
7077-6943 cal BP (65.0%)





























OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5;Marine data from Heaton et al (2020);
PLD-41470:6506±22 BP
68.2% probability
6858-6695 cal BP (68.2%)
95.4% probability
6940-6625 cal BP (95.4%)
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強度や地球磁場の変動による大気中の
14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）を較正
して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
　
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：IntCal20、海洋性試料については Marine20）を使用した。
なお、1σ 暦年代範囲は、OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年









　測定結果（以下の較正年代は 2σ の値）は、試料 No.1（カキ：PLD-41470）の 14C 年代が 6505±20 BP、較正
年代が 6940-6625 cal BP (95.4%)、試料 No.2（炭化材：PLD-41469）の 14C 年代が 6135±20 BP、較正年代が 7157-
7097 cal BP(30.4%) および 7077-6943 cal BP (65.0%) である。
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Reimer, P.J., Adkins, J., Burke, A., Cook, M.S., Olsen, J. and Skinner , L.C., (2020) Marine20—the marine radiocarbon age calibration 







中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の 14C 年代編集委員会編「日本先史時代の 14C 年代」：3-20，
日本第四紀学会．
Re mer, P.J., Austin, W.E.N., Bard, E., Bayliss, A., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Butzin, M., Cheng, H., Edwards, R.L., Friedrich, M., 
Grootes, P.M., Guilderson, T.P., Hajdas, I., Heaton, T.J., Hogg, A.G., Hughen, K.A., Kromer, B., Manning, S.W., Muscheler, R., Palmer, 
J.G., Pearson, C., van der Plicht, J., Reimer, R.W., Richards, D.A., Scott, E.M., Southon, J.R., Turney, C.S.M., Wacker, L., Adolphi, 
F., Büntgen, U., Capano, M., Fahrni, S.M., Fogtmann-Schulz, A., Friedrich, R., Köhler, P., Kudsk, S., Miyake, F., Olsen, J., Reinig, F., 
Sakamoto, M., Sookdeo, A. and Talamo, S. (2020) The IntCal20 Northern Hemisphere radiocarbon age calibration curve (0-55 cal kBP). 





(yrBP ± 1 σ )
14C 年代 




試料 No.1 -5.15±0.17 4157±20 4155±20
Marine20: 
4123-3958 cal BP (68.2%)
Marine20: 
4210-3877 cal BP (95.4%)
測定番号 試料番号 試料データ 前処理














　測定試料の情報、調製データは表 1 のとおりである。測定試料を図 1 に
示す。
　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：







結果を、図 2 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今
後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
　
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期
として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差
等に基づいて算出され、試料の
14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。
　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。
　暦年較正とは、大気中の
14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線
強度や地球磁場の変動による大気中の
14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）を較正
して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
　
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：Marine20）を使用した。なお、1σ 暦年代範囲は、OxCal
の確率法を使用して算出された






























OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5;Marine data from Heaton et al (2020);
PLD-41468:4157±20 BP
68.2% probability
4123-3958 cal BP (68.2%)
95.4% probability
4210-3877 cal BP (95.4%)
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【引用・参考文献】
Bronk Ramsey, C. (2009) Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.
He aton, T.J., Köhler, P., Butzin, M., Bard, E., Reimer, R.W., Austin, W.E.N., Bronk Ramsey, C., Grootes, P.M., Hughen, K.A., Kromer, 
B., Reimer, P.J., Adkins, J., Burke, A., Cook, M.S., Olsen, J. and Skinner , L.C., (2020) Marine20—the marine radiocarbon age calibration 
curve (0–55,000 cal BP). Radiocarbon, 62(4), 1-42, doi:10.1017/RDC.2020.68. https://doi.org/10.1017/RDC.2020.68 (cited 12 August 
2020)
小林謙一（2017）縄紋時代の実年代－土器型式編年と炭素 14 年代－．263p，同成社．














　試料 No.1（ハイガイ：PLD-41468）の測定結果（以下の較正年代は 2σ の値）は、14C 年代が 4155±20 BP、較




測定番号 試料番号 試料データ 前処理












結果を、図 2 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今
後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
　
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期
として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差
等に基づいて算出され、試料の
14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。
　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。
　暦年較正とは、大気中の
14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線
強度や地球磁場の変動による大気中の
14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）を較正
して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
　





(yrBP ± 1 σ )
14C 年代 




試料 No.ⅡⅡA -3.07±0.60 4169±25 4170±25
Marine20: 
4138-3969 cal BP (68.2%)
Marine20: 








AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた 14C 濃度につい
て同位体分別効果の補正を行った後、
14C 年代、暦年代を算出した。
図 1　試料 No. Ⅱ Ⅱ A
表 1　測定試料および処理
表 2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果


























OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5;Marine data from Heaton et al (2020);
PLD-41467:4169±25 BP
68.2% probability
4138-3969 cal BP (68.2%)
95.4% probability
4225-3885 cal BP (95.4%)
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【引用・参考文献】
Bronk Ramsey, C. (2009) Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.
He aton, T.J., Köhler, P., Butzin, M., Bard, E., Reimer, R.W., Austin, W.E.N., Bronk Ramsey, C., Grootes, P.M., Hughen, K.A., Kromer, B., 
Reimer, P.J., Adkins, J., Burke, A., Cook, M.S., Olsen, J. and Skinner , L.C., (2020) Marine20—the marine radiocarbon age calibration 
curve (0–55,000 cal BP). Radiocarbon, 62(4), 1-42, doi:10.1017/RDC.2020.68. https://doi.org/10.1017/RDC.2020.68 (cited 12 August 
2020)
小林謙一（2017）縄紋時代の実年代－土器型式編年と炭素 14 年代－．263p，同成社．
中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の 14C 年代編集委員会編「日本先史時代の 14C 年代」：3-20，
日本第四紀学会．















　試料 No.ⅡⅡA（PLD-41467）の測定結果（以下の較正年代は 2σ の値）は、14C 年代が 4170±25 BP、較正年代
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